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椰農業祭で賑わ　う　相木市（11月23日　遠賀農芸高校にて）

人のうこき（緊縛撃）
人　　口　10，062人　（一一4）

男　　　　4，793　　（－6）

女　　　　5．269　　（1－2）

憤帯数　　2，721声　（＋12）

（）内は前月比

12月のこよみ

自
　
殺
来
た
す
け
あ
い
那
動

映
画
の
〓

日
　
用
外
人
離
宮
－
＝
記
念
日

十
有
＝
口
∴
夕
日
ス
マ
ス

八
日
　
常
圧
ご
用
納
め

「
一
口
　
大
み
そ
か
、
硲
夜
の
鐘
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安全へ　止まろ　う　待と　う　その一秒

〝
危
な
い
油
の
買
い
だ
め
〝

遠

最
近
、
油
の
不
足
か
ら
難
い
だ
め
さ

れ
て
い
る
家
庭
、
ま
た
は
悪
業
所
な
ど

が
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
す
。

消
防
法
お
よ
び
火
災
予
防
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
る
数
量
以
上
の
油
の
貯
そ

う
、
ま
た
は
取
り
扱
い
は
大
詰
を
起
こ

す
危
険
性
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
韻

せ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
郡
内
一
田
立
入
検
査
を
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
次
の
聾
は
必
ず
英
行
し
ま
し
ょ
う
。

1
、
油
憶
掲
付
近
や
、
取
扱
う
と
き

は
、
火
気
の
使
用
を
厳
禁
す
る
こ

と。
2
、
油
置
場
周
辺
は
整
理
整
頓
し
て

お
く
こ
と
。

3
、
漏
れ
た
り
、
あ
ふ
れ
た
り
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

4
、
蓉
器
を
倒
し
た
り
、
落
し
た
り

し
な
い
こ
と
。

家
庭
に
置
い
て
よ
い
数
量

の
∴
ガ
ソ
リ
ン

賀
　
郡
　
消
　
防
　
署

浮
遊
二
十
リ
ッ
ト
ル
未
満
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
に
は
置
か
ず

で
き
る
だ
け
ガ
ソ
リ
ン
女
タ
ン
ド
で

給
潤
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
　
灯
油

一
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
未
満
ま
で
。

㈲
　
重
油

四
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
未
満
ま
で
（
ド
ラ

ム
缶
2
本
）

こ
れ
以
上
の
数
姐
を
貯
そ
う
し
た
り
、

取
り
扱
う
と
2
万
円
以
上
の
罰
金
が
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
（
遠
賀

郡
火
災
予
防
条
例
細
条
）

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

競
話
3
1
1
2
3
1

節

軍

の

お

願

い

す
で
に
と
承
知
の
と
お
り
中
東
戦
争

に
起
因
す
る
産
油
国
の
原
油
供
給
削
減

は
予
想
以
上
に
大
幡
と
な
り
、
か
つ
長

期
化
す
る
様
相
に
あ
り
、
わ
が
国
社
会

経
済
全
体
に
競
大
な
影
謎
を
与
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

と
く
に
私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
ろ

偲
気
も
約
0
0
％
は
火
力
発
語
所
で
つ
く

ら
れ
、
そ
の
燃
料
の
0
0
％
が
外
国
か
ら

の
輸
入
に
た
よ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
磁
力
不
足
の
招
来
が
予
測
さ
れ

ま
す
。こ
の
よ
う
な
寧
憎
か
ら
砥
力
会
社
で

は
、
稲
灯
能
力
の
使
用
に
つ
い
て
1
0
％

銃
砲
運
動
を
展
開
し
、
消
費
穐
力
量
の

節
約
を
要
請
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
詣
気
に
限
ら
ず
、
す
べ
て

の
資
源
は
大
切
に
有
効
に
使
わ
ね
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
当
面
砥
気
使
用
に
つ
い

て
は
、
節
脂
に
心
が
げ
、
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

九
州
能
力
殊
式
会
社

「
成
人
の
自
」

記
念
行
事
に
つ
い
て

明
年
1
月
1
5
日
の
「
成
人
の
日
」
記

念
行
事
を
左
記
の
と
お
り
挙
行
い
た
し

ま
す
の
で
、
万
障
お
繰
り
合
せ
の
上
ご

出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
こ
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。
（
成
人
式
該
当
者
は
昭
和

郷
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
約
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
）

一
、
期
日
　
昭
和
4
9
年
1
月
1
5
日

二
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
行
車
用
記
念
式
典
・
午
的
8
時
0
0

分
開
式

㈲
記
念
行
郵
・
式
典
終
了
後

ク
イ
ン
ポ
ウ
ル
に
お
い
て

成
人
式
泡
念
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会

※
成
人
式
典
に
出
席
さ
れ
る
方
は
午
約

8
時
1
0
分
ま
で
に
町
公
民
館
ホ
ー
ル

に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

建
投
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

る
な
た
の
近
く
の
モ
ー
一
夕
ー
は
？

建
設
省
で
は
、
道
路
災
巻
の
防
止
の

た
め
に
、
国
道
沿
線
に
通
路
情
報
連
絡

員
（
モ
ニ
タ
ー
）
を
置
い
て
お
り
ま

す。
も
し
、
あ
な
た
が
通
路
を
通
行
中
に

気
づ
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

至
急
も
よ
り
の
モ
ニ
タ
ー
ま
で
迎
絶
頂

き
ま
す
と
、
頓
ち
に
建
鰻
谷
、
欝
襲
撃

へ
情
報
が
行
き
、
災
害
防
止
へ
と
動
き

始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

何
卒
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ます。建
設
省
北
九
州
国
道
工
事
軍
務
所

（
小
倉
区
域
内
四
番
五
三
号
）

砥
話
0
9
3
・
洲
・
5
0
3
7
～
9

0
近
く
の
モ
ニ
タ
ー
は
、

岡
垣
町
　
石
橋
　
駕
殿

偲
話
0
9
3
2
8
・
2
・
1
9
6
7

登
録
印
か
ん
（
実
印
）
の

提
示
に
つ
い
て

宋
提
示
の
場
合
は
、
和
義
駈

韻
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

。
こ
注
意
を
〟

C
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
の
町
報

で
再
三
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
次
の

該
当
者
で
、
ま
だ
「
瀦
鍍
印
か
ん
」
を

住
氏
係
に
提
示
さ
れ
て
な
い
方
が
多
数

お
ら
れ
ま
す
。

該
当
者
で
末
提
示
者
は
、
来
る
1
2
月

郷
日
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

0
骸
当
者
は
、

昭
和
4
7
年
1
月
3
1
日
ま
で
に
印
鑑
登

録
を
し
た
方
で
、
同
年
8
月
1
日
以
故

に
、
帥
鑑
駈
明
書
を
請
求
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
方
、
お
よ
び
登
録
和
か
ん
を
提

示
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
で
す
。

（注意）

の
　
来
る
1
2
月
2
8
日
ま
で
に
提
示
が
な

い
場
合
は
、
当
骸
印
鑑
登
録
幕
を
消

険
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
柾
的
書
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
点
充
分
こ

承
知
く
だ
さ
い
。

㈲
∴
あ
な
た
の
「
登
録
印
か
ん
（
実

印
）
」
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
、
よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
な
い
方

は
、
役
現
住
民
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い。
㈲
　
「
登
録
印
か
ん
」
が
、
き
顔
、
ま

滅
し
て
い
る
場
合
は
、
改
印
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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ゆ　く　年　く　る年　みんなで防犯

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
の
お
願
い

本
年
も
年
の
瀬
ま
で
わ
ず
か
一
月
足

ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
、
両
親
を
失
な
っ
た
子
供
、
身

体
障
害
者
、
母
子
の
方
な
ど
が
各
施
設

な
ど
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
は
周

知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
人
々
に
明
る
く
楽
し
い
正
月
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
温
い
愛
の
手
を
さ
し
の

べ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
皆
様
方
の
ご

援
助
を
お
頭
い
い
た
し
ま
す
。

期
間
　
十
二
月
一
日
～
三
十
一
日

役
場
厚
生
課

お
早
目
に
ど
う
ぞ

年
末
の
小
包
は
十
二
月
十
五
日

ま
で
に
、
年
賀
状
は
十
二
月
－
一
十

二
日
ま
で
に

年
末
押
し
せ
ま
っ
て
か
ら
お
出
し
に

な
り
ま
す
と
、
郵
便
局
で
は
年
賀
状
の

処
理
と
重
な
っ
た
り
な
ど
し
て
、
年
内

に
配
達
で
き
な
い
抱
合
が
あ
り
ま
す
。

贈
答
用
の
小
包
な
ど
年
内
に
届
け
た

い
品
物
は
、
一
日
も
早
く
お
出
し
く
だ

さい。
※
　
あ
て
名
は
ハ
ッ
キ
リ
と

あ
て
名
は
大
き
く
、
番
地
、
標
、
室

番
号
、
肩
書
ま
で
ハ
ッ
キ
リ
と
お
書
き

く
だ
さ
い
。

※
　
郵
便
番
号
は
正
し
く
ハ
ッ
手
U
と

あ
て
名
に
も
、
あ
な
た
の
住
所
に
も

郵
便
番
号
を
ハ
ソ
キ
リ
正
確
に
ご
認
識

く
だ
さ
い
。

※
　
小
包
の
包
張
は
完
全
に

途
中
で
こ
わ
れ
な
い
よ
う
内
容
品
に

み
あ
っ
た
材
料
で
し
っ
か
り
包
装
し
、

丈
夫
な
ひ
も
で
ゆ
わ
え
て
く
だ
さ
い
。

※
　
年
賀
状
は
早
目
に

年
賀
郵
便
の
受
付
け
は
十
二
月
十
五

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
年

賀
状
が
、
元
旦
の
配
達
に
間
に
合
わ
な

く
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
早
目
に
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

遠
賀
川
郵
便
局

児
意
扶
養
手
当
法
お
よ
び

特
別
児
竃
扶
養
手
当
法
の

ー
部
改
正
に
つ
い
て

こ
の
度
、
次
の
よ
う
に
児
塞
扶
嚢
手

当
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
、
老
令
福
祉
年
金
、
障
害
福
祉
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
児
蜜
扶
謎

手
当
の
支
給
要
件
に
骸
当
す
る
人

は
、
併
給
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

二
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
ろ
も
の

で
、
特
別
児
童
扶
謹
手
当
の
支
給
要

件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

併
給
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

三
、
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児

童
扶
姿
手
当
を
選
択
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
一
人
で
二
つ
の
手
当

の
併
給
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

四
、
現
在
、
児
童
二
人
以
上
で
、
児
轟

を
輿
に
し
て
、
児
童
扶
饗
手
当
と
特

別
児
垂
挟
謎
手
当
を
受
給
し
て
い
る

甥
合
は
、
特
別
児
童
扶
袈
手
当
の
対

象
児
も
児
童
扶
糞
手
当
の
対
象
と
な

り
、
併
給
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

※
児
垂
扶
養
手
当
と
は
、

父
親
の
な
い
児
達
の
心
身
が
健
や
か

に
成
長
す
る
よ
う
に
、
児
童
の
母
親

ま
た
は
装
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
手
当
の
対
象
と
な
る
児
塞

義
務
教
育
終
了
前
の
著
、
ま
た
は
心

身
に
惑
い
障
害
の
あ
る
一
一
〇
才
未
満

の
者
で
、

ィ
、
父
母
が
離
婚

ロ
、
父
が
死
亡

ハ
、
父
が
廃
疾

こ
、
父
が
行
方
不
明

ホ
、
父
が
一
年
以
上
遺
棄

へ
、
父
が
一
年
以
上
拘
禁

ト
、
父
が
不
認
知
の
児
童

チ
、
父
母
が
不
明
の
児
蟄

※
手
当
額

児
垂
が
一
人
の
勘
合
月
六
、
五
〇
〇

四
、
二
人
の
勘
合
六
、
九
〇
〇
円
以

下
一
人
増
す
ご
と
に
四
〇
〇
円
。

※
特
別
児
童
扶
婆
手
当
と
は
、

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
親
な
ど
の
介

助
や
看
護
が
常
に
必
要
で
あ
る
よ
う

な
児
童
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
児
童
の
親
ま
た
は
、
護
宵
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
手
当
の
対
象
と
な
る
児
球

二
〇
才
未
満
の
児
護
で
あ
っ
て
、
身

体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
児
遼

※
手
当
額

児
垂
一
人
に
つ
き
、
月
六
、
五
〇
〇

円。そ
の
他
不
明
の
点
は
厚
生
課
福
祉
係

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
谷
間
老
人
に

対
す
る
樽
別
館
付
合
の
支

給
に
つ
い
て

明
治
三
十
七
年
一
月
二
日
か
ら
明
治

三
十
九
年
四
月
一
日
の
問
に
生
ま
れ
た

人
で
、
本
人
が
、
恩
給
そ
の
他
の
年
金

を
、
年
間
一
〇
万
円
以
下
受
給
し
て
い

る
人
に
、
特
別
給
付
金
を
同
和
四
十
九

年
一
月
よ
り
月
額
四
、
0
0
0
円
支
給

さ
れ
ろ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
者
に
つ
い
て
は
、
一
応
本
人
宛

に
手
続
き
の
要
領
を
十
二
月
に
通
知
し

ま
す
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
鞍
当
者
が
滴
七
〇
才
に
達
し

た
ら
自
動
的
に
老
齢
福
祉
年
金
に
移
行

し
ま
す
。国

民
年
金
保
険
料
の

引
上
げ
に
つ
い
て

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
昭
和

四
十
九
年
一
月
か
ら
、
次
の
よ
う
に
保

険
料
の
引
上
げ
が
な
さ
れ
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
定
額
年
金
の
人
）

月
額
五
五
〇
円
が
九
〇
〇
円
に

（
所
得
比
例
年
金
の
人
）

月
額
九
〇
〇
円
が
二
三
〇
〇
円
に

（
五
年
年
金
の
人
）

月
額
七
五
〇
円
が
九
〇
〇
円
に

カ
ド
ミ
ウ
ム
鶴
査

結
果
の
お
知
ら
せ

中
間
市
中
底
井
野
に
あ
る
三
塁
ホ
ー

ロ
ー
株
式
会
社
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
含
ん

だ
工
揚
排
水
が
昨
年
周
辺
農
地
に
溢
れ

出
た
た
め
、
こ
の
下
流
に
あ
る
本
町
農

地
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
県
に
依
頼
し
て
本
年

十
月
に
町
南
都
地
域
の
水
田
土
壌
と
水

稲
玄
米
を
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
調
査

し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
水
田
土
壌
に
は

普
通
（
天
然
含
有
亜
）
よ
り
カ
ド
ミ
ウ

ム
を
多
く
含
ん
で
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
水
稲
玄
米
に
つ
い
て
は
カ

ド
ミ
ウ
ム
の
影
謡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
地
域
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
来
年
度
も
調
査
を
継
続
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

（産業課）
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毎月1日・20日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

7
月
の
税
金

固
定
資
産
税
　
第
三
期
分

納
期
限
　
十
二
月
二
十
日

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

優
良
納
税
者
お
よ
び
優
良
納
税
組
合

の
表
彰
式
が
去
る
十
一
月
九
日
、
二
十

二
日
の
二
回
に
わ
た
り
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
受
貨
者
の
方
々
に
は
日
頃
の
細
説
の

ご
苦
労
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ

ます。受
賞
者

浅
木
一
田
　
正
丸
氏

（
若
松
税
務
署
長
表
彰
）

上
別
府
納
税
組
合
、
鳥
津
納
税
組
合

（
若
松
財
務
謡
務
所
長
表
彰
）

◎
第
2
回
町
民
体
力
づ
く
り

走
ろ
う
大
会
に
そ
ろ
っ
て

参
加
し
ま
し
ょ
う

1
2
月
1
6
日
（
日
）
関
他
の
走
ろ
う
大

会
も
迫
ま
り
ま
し
た
。

学
校
の
友
達
、
家
族
さ
ぞ
い
あ
わ
せ

て
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

①
小
学
低
学
年
の
部
（
3
年
以
下
）
3

9
．
②
小
学
4
年
の
郵
・
3
．
9
⑧
小
学
5

年
の
郵
・
3
e
o
③
小
学
6
年
の
郵
・
3

㌔
⑤
中
学
生
の
部
・
3
年
o
⑥
高
校
の
部

・
6
了
⑦
昔
年
の
都
（
大
学
生
を
含
む

）
・
6
；
⑨
2
6
才
～
妙
才
の
郵
・
3
言

⑨
0
0
才
の
郵
・
3
．
－
⑱
4
0
才
の
部
・
3

．
9
㊧
5
0
才
の
部
・
3
．
8
⑬
女
子
の
蔀
・

3
年
．
⑬
町
外
参
加
者
の
都
・
6
了
。

ス
タ
ー
ト
時
刻
①
小
学
生
の
郎
・
女
子

の
都
1
0
時
0
分
⑧
中
学
生
の
郊
1
0
時
2
0

分
⑧
高
楼
・
背
年
・
町
外
の
都
1
0
時
詣

分
④
2
6
才
以
上
の
部
～
5
0
才
の
都
会
風

1
0
時
4
0
分
。

コ
ー
ス
・
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
は
遠
賀

中
学
校
玄
関
前

3
．
回
連
中
～
尾
崎
自
軍
折
返
し

6
．
9
連
中
～
鬼
津
小
鳥
掛
折
返
し

表
彰
各
部
と
も
一
位
賞
状
・
一
～
三
位

貨
品
・
参
加
者
全
貝
に
参
加
貨
を
授
与

し
ま
す
。
※
特
に
女
子
の
部
を
設
け
ま

し
た
の
で
お
母
様
方
は
、
子
ど
も
さ
ん

と
一
緒
に
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

（
受
付
け
は
当
日
9
時
か
ら
遠
賀
中
学

校
玄
関
前
で
行
い
ま
す
。
）

◎
遠
賀
町
公
民
館

休
館
の
お
知
ら
せ

瀞
日
頃
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
町
公
民
館
は
年
間
無
休
の
状
態
で
運

営
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
年
末
年

始
に
か
け
て
1
2
月
的
日
か
ら
1
月
3
日

ま
で
の
5
日
間
勝
手
な
が
ら
休
館
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

遠
賀
町
公
民
館
長

寸
描
．
㌔
斗
」

i

　

収

集

に

つ

い

て

i

．
…
〝
．
．
…
〝
．
〝
．
．
i
〝
．
〝
．
．
i
＝
重
．
．
．
〝
．
寒
＝
．
…
．
．
…
．
．
．
．
〟
．
．
．
．
．
…
」

年
末
に
な
り
ま
す
と
ゴ
ミ
が
特
別
に

多
く
な
り
ま
す
が
、
収
集
能
力
に
限
度

が
あ
り
ま
す
の
で
次
の
事
を
心
か
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
年
末
の
ゴ
ミ
は
必
ず
早
目
（
十
二

月
二
十
五
日
位
）
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
月
末
に
集
中
し
て
出
さ
れ
ま
す

と
収
集
不
能
に
な
り
ま
す
。

二
、
収
集
日
は
、
平
常
ど
お
り
で
す
が

1
2
月
如
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
は
休

み
ま
す
の
で
、
収
集
日
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
日
の
靭
八
時
ま
で
に

所
定
場
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
も
え
る
ゴ
ミ
、
，
も
え
な
い
ゴ
ー
・
、

は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
ゴ
ミ
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
自
家
用
車
に
よ
る
自
己
搬
入
を
さ

れ
る
分
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ミ
処
理
場

（
芦
屋
町
大
君
）
は
1
2
月
3
1
日
の
午

的
中
ま
で
受
け
入
れ
ま
す
。

◎
郡
消
防
吏
員
の
採
用
試
験

遠
賀
郡
消
防
組
合
で
は
、
消
防
吏
員

採
用
試
験
の
申
込
み
を
明
年
l
月
7
日

か
ら
同
月
的
日
ま
で
受
付
け
ま
す
の

で
、
秀
聖
者
は
受
験
資
格
等
詳
細
を
、

甫
接
郡
消
防
本
部
総
務
課
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
憾
話
　
3
・
1
2
3
1

役
場
導
務
は
例
年
の
と
お
り
十
二
月

二
十
八
日
午
前
中
で
「
御
用
納
め
」
を

い
た
し
ま
す
。

一
月
三
日
ま
で
は
窓
口
一
般
部
落
は

取
り
扱
い
を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
お

し
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

特
に
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
抄
本
、
転

出
証
明
な
ど
は
二
十
八
日
午
後
以
降
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
要
な
方
は
早

目
に
用
件
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
戸
籍
の
受
付
（
出
色
屈
、
死

亡
届
等
）
に
つ
い
て
は
当
寵
客
で
取
り

扱
い
を
い
た
し
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
日

の
お
知
ら
せ

一
月
の
相
談
所
を
在
記
の
と
お
り
開

設
い
た
し
ま
す
の
で
、
交
通
叫
故
、
家

庭
の
間
組
、
そ
の
他
日
頃
お
関
り
の

万
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
相
談

さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。

紺

日
　
時
　
一
月
二
十
三
日
（
水
）

年
後
一
時
～
四
時

賜
∴
所
一
∴
附
公
民
館
広
間

「中勘．中型雪．」

「
！
l
虚
し

次
の
職
業
訓
練
校
で
は
、
現
在
訓
練

坐
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
甫
嶺
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

㈲
　
福
岡
粟
立
戸
畑
稿
等
職
業
訓
練
校

（
戸
畑
区
菓
大
谷
二
丁
目
一
－
一
）

連
語
　
0
9
3
・
8
8
1
・
3
3
9
3

。
訓
練
職
謡

機
械
科
・
製
か
ん
溶
接
科
・
機
械
設

計
製
図
科

㈲
　
福
岡
県
立
飯
塚
専
修
職
業
訓
練
校

（
飯
塚
市
給
田
一
五
九
四
の
一
二
）

餓
話
0
9
4
8
2
・
2
・
3
3
6
0

。
訓
練
職
稜

自
動
常
盤
禰
科
・
脂
気
工
事
料

関

寄

　

付

　

お

　

礼

m

r
－
～
，
一
．
1
1
．
．
－
．
．
．
．
1
！
．
〟
．
！
－
－
1
L

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
掲
載
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

枚
∴
胆
両
　
次
志
様

旧
任
∴
地
山
　
桜
高
殿


